
令和２年度病院プラン調査結果の概要
公立病院・公的病院・民間等病院（2025年に向けて病床機能転換の予定のある病院）一覧

【北部】

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟中

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期

休棟

予定

介護

施設等

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟

介護

施設等

1 1公立 都島区 大阪市立総合医療センター 975 807 168 0 0 0 950 807 143 0 0 0 0 ▲ 25 0 ▲ 25 0 0 0 0
・2024年度に、旧住吉市民病院跡地に誘致する大阪市立大学附属病院（大阪市立

弘済院附属病院の認知症医療機能を移転）へ25床を委譲する予定

2 1公立 淀川区 大阪市立十三市民病院 224 5 219 0 0 0 224 5 219 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 2公的 北区 大阪府済生会中津病院 712 99 502 111 0 0 646 75 475 96 0 0 0 ▲ 66 ▲ 24 ▲ 27 ▲ 15 0 0 0

・病棟再編・返還を行い、2020年10月1日現在、総病床数は670床。内訳としては一般

病床（高度急性期＋急性期）595床＋回復期（地域包括ケア42床＋回リハ33床）

・以下、病院連絡会にて説明済

・2023年4月に大淀南に回復期（回リハ１）96床の分院を開院予定。高度急性期・急

性期21床→回復期（回リハ１）へ転換予定

・2025年頃から、現在の中津病院の新築工事を段階的に行い、最終的には中津病院本

体は530-550床程度の高度急性期、急性期に特化した病院とする予定

・2020年10月1日現在の595床を、さらに25－50床程度段階的に減床する予定。

4 2公的 北区 大阪整肢学院 100 0 0 0 100 0 100 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 2公的 北区
公益財団法人　田附興風会　医学研究所

北野病院
687 41 599 0 0 47 687 46 641 0 0 0 0 0 5 42 0 0 ▲ 47 0

休棟中の47床については、工事期間の一時的な休床である。

・休棟中5床は、2021年～2022年にかけて、高度急性期（GCU3床＋ICU２床）

・休棟中42床→急性期（急性期一般１）：時期未定

で再稼働予定

③

6 2公的 東淀川区
宗教法人　在日本南プレスビテリアンミッション

淀川キリスト教病院
581 163 391 27 0 0 581 163 391 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 3民間等 北区 一般財団法人 住友病院 499 62 437 0 0 0 499 66 433 0 0 0 0 0 4 ▲ 4 0 0 0 0
・2021年度～2022年度に、急性期（急性期一般１）４床→高度急性期（HCU）

へ転換予定
②

8 3民間等 北区
社会医療法人　行岡医学研究会

行岡病院
347 8 176 56 107 0 347 12 172 56 107 0 0 0 4 ▲ 4 0 0 0 0

・大阪府医療施設近代化施設整備事業補助金の利用を念頭に病院建替えを計画中で

あり、急性期→回復期への転換や１割程度の病床数の減少も検討している

・急性期（急性期一般１）→高度急性期（HCU）へ転換予定

②

9 3民間等 北区 医療法人渡辺医学会　桜橋渡辺病院 171 26 145 0 0 0 120 13 107 0 0 0 0 ▲ 51 ▲ 13 ▲ 38 0 0 0 0 ・2024年4月に51床減床する予定

10 3民間等 都島区 聖和病院 128 0 55 41 32 0 128 0 28 68 32 0 0 0 0 ▲ 27 27 0 0 0
・2021年度に、急性期（地域一般１）27床→回復期（地域包括ケア１）へ転換予

定

11 3民間等 都島区 医療法人桜希会 東朋病院 100 0 0 0 100 0 100 0 0 60 40 0 0 0 0 0 60 ▲ 60 0 0
・慢性期（障害者）60床→回復期（地域包括ケア１）へ転換予定：時期未定（移

転後）

12 3民間等 淀川区 貴生病院 115 0 60 0 55 0 115 0 0 60 55 0 0 0 0 ▲ 60 60 0 0 0 ・急性期（地域一般１）60床→回復期（地域一般１）へ転換予定

13 3民間等 東淀川区 医療法人医誠会　医誠会病院 327 30 297 0 0 0 327 98 229 0 0 0 0 0 68 ▲ 68 0 0 0 0

・2023年秋、城東中央病院と統合し、北区扇町に新築移転（病床数：560床）の予

定

・急性期（急性期一般１）68床→高度急性期へ転換し、高度急性期98床とする予定

・内訳は、ICU12床、SCU12床、HCU20床、CCU12床、NICU6床、GCU12床、

MFICU4床、急性期一般1　20床の98床の予定

②

令和2年度　病院プラン調査提出状況

No. 医療機関名区名
【参考】過剰となる病床機能へ

の転換（再稼働）に対する

大阪府の基本的考え

区分

現状（令和２年７月１日時点） 2025年に向けた病床機能 転換病床数

検討状況

＊過剰となる病床機能への転換（再稼働）に対する大阪府の基本的考え

①回復期から過剰病床の転換の場合： 「過剰な病床への転換は控えるべき。」

②回復期以外からの過剰病床の転換の場合： 「過剰な病床への転換は、望ましくない。」

③過剰病床の再稼働の場合： 「過剰病床としての再稼働は、望ましくない。」

提出率

公立 2 2 100.0%

公的 4 4 100.0%

民間等 31 28 90.3% 神原病院、東淀川病院、真心会病院

合計 37 34 91.9%

北部

公立・

公的・

民間等

対象病院数
病院プラン提出

病院数

病院プラン調査未提出病院

資料４－１



令和２年度病院プラン調査結果の概要
公立病院・公的病院・民間等病院（2025年に向けて病床機能転換の予定のある病院）一覧

【西部】

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟中

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期

休棟

予定

介護

施設等

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟

介護

施設等

14 2公的 福島区
独立行政法人　地域医療機能推進機構

大阪病院
565 30 535 0 0 0 565 30 535 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 2公的 西区 日本生命済生会日本生命病院 350 8 342 0 0 0 350 8 342 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 2公的 港区
独立行政法人地域医療機能推進機構

大阪みなと中央病院
275 0 229 46 0 0 275 0 229 46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 2公的 大正区
社会福祉法人恩賜財団

大阪府済生会泉尾病院
440 6 274 120 40 0 440 6 274 120 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ・病床数のダウンサイジングについては、病院建替後、検討予定。

18 2公的 西淀川区 社会医療法人愛仁会　千船病院 292 25 267 0 0 0 292 25 267 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 3民間等 福島区
医療法人啓信会 　大阪整形外科病院

（旧　医療法人啓信会　中之島いわき病院）
98 0 66 32 0 0 98 0 80 18 0 0 0 0 0 14 ▲ 14 0 0 0

・2020年12月に回復期（地域包括ケア２）32床→急性期（急性期一般４）14床

＋回復期（地域包括ケア２）18床へ転換予定。

・転換については、区内５病院、地区医師会に説明し、同意を得ている。

①

20 3民間等 福島区 医療法人　藤田会　フジタ病院 65 0 0 30 32 3 65 0 0 33 32 0 0 0 0 0 3 0 ▲ 3 0 ・休棟中3床→回復期（地域包括ケア１）で再稼働予定

21 3民間等 此花区
社会福祉法人大阪暁明館

大阪暁明館病院
462 0 315 60 87 0 462 0 291 84 87 0 0 0 0 ▲ 24 24 0 0 0 ・2021年4月に急性期（地域包括ケア２）24床→回復期（回リハ）へ転換予定

22 3民間等 大正区 医療法人彰療会　大正病院 173 0 81 37 55 0 173 0 45 73 55 0 0 0 0 ▲ 36 36 0 0 0
・急性期（急性期一般２）36床→回復期（地域包括ケア１）へ転換を検討（転換

時期未定）

23 3民間等 西淀川区 名取病院 83 0 23 31 29 0 83 0 23 60 0 0 0 0 0 0 29 ▲ 29 0 0 ・2021年3月に慢性期（療養病棟１）29床→回復期（回リハ１）へ転換予定

令和２年度　病院プラン調査提出状況

No. 医療機関名区名区分

現状（令和２年７月１日時点） 2025年に向けた病床機能 転換病床数

検討状況
【参考】過剰となる病床機能へ

の転換（再稼働）に対する

大阪府の基本的考え

＊過剰となる病床機能への転換（再稼働）に対する大阪府の基本的考え

①回復期から過剰病床の転換の場合： 「過剰な病床への転換は控えるべき。」

②回復期以外からの過剰病床の転換の場合： 「過剰な病床への転換は、望ましくない。」

③過剰病床の再稼働の場合： 「過剰病床としての再稼働は、望ましくない。」

提出率

公立 ― ― ―

公的 5 5 100.0%

民間等 22 20 90.9% 松本病院、大野記念病院

合計 27 25 92.6%

西部

公立・

公的・

民間等

対象病院数
病院プラン提出

病院数

病院プラン調査未提出病院



令和２年度病院プラン調査結果の概要
公立病院・公的病院・民間等病院（2025年に向けて病床機能転換の予定のある病院）一覧

【東部】

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟中

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期

休棟

予定

介護

施設等

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟

介護

施設等

24 1公立 中央区
地方独立行政法人　大阪府立病院機構

大阪国際がんセンター
500 500 0 0 0 0 500 500 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 2公的 中央区
独立行政法人国立病院機構

大阪医療センター
682 50 553 0 0 79 579 50 529 0 0 0 0 ▲103 0 ▲24 0 0 ▲79 0 ・病院建替え時に103床ダウンサイジングする予定。変更時期は未定

26 2公的 中央区 国家公務員共済組合連合会大手前病院 401 213 142 46 0 0 401 213 142 46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27 2公的 天王寺区 大阪赤十字病院 922 842 20 0 60 0 922 842 20 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 2公的 天王寺区 医療法人警和会　大阪警察病院 580 42 514 0 0 24 580 42 514 0 0 24 0 0 0 0 0 0 0 0

・2025年3月頃に病院の建替えを予定しており、現在の大阪警察病院、第二大阪警察

病院の2病院を第二大阪警察病院側の敷地に統合する予定

・2病院の許可病床の総数は921床であるが、統合後の新病院の病床数は680床程度を

予定をしており、詳細な病床機能については2021年3月ごろにその編成を決定する予定で

ある。

・許可病床数の削減については令和3年度病床機能再編支援補助金の活用を検討をし

ている。

29 2公的 城東区
社会福祉法人恩賜財団

大阪府済生会野江病院
400 18 382 0 0 0 400 18 382 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 3民間等 天王寺区 医療法人警和会第二大阪警察病院 341 0 300 41 0 0 300 0 300 0 0 0 0 ▲41 0 0 ▲ 41 0 0 0

・2024年度完成を目指し、大阪警察病院と第二大阪警察病院は第二大阪警察病院の

地で統合建替え予定

・病床規模変更に伴い返還する急性期病床数は現在検討中で、合計200床程度の減

床の予定

・回復期（地域包括ケア２）41床は減床予定

・統合後は高度急性期＋急性期病院となるが、その病床の割合は現在未定。

31 3民間等 浪速区
社会福祉法人石井記念愛染園

附属愛染橋病院
253 27 166 40 0 20 252 27 185 40 0 0 0 ▲1 0 19 0 0 ▲ 20 0

・2020年11月に休床（急性期）19床を急性期（急性期一般４：産科病棟）で再

稼働

・休棟中の残り1床は減床予定

③

32 3民間等 生野区 医療法人せいわ会　大阪たつみ病院 120 0 0 88 32 0 120 0 0 120 0 0 0 0 0 0 32 ▲ 32 0 0 ・慢性期（障害者）32床→回復期（回リハ１）へ転換予定

33 3民間等 生野区 医療法人穂翔会　村田病院 70 3 37 30 0 0 70 6 34 30 0 0 0 0 3 ▲ 3 0 0 0 0 ・急性期（急性期一般４）3床→高度急性期（SCU）転換予定 ②

34 3民間等 城東区 医療法人医誠会　城東中央病院 233 0 115 27 91 0 233 0 115 118 0 0 0 0 0 0 91 ▲ 91 0 0
・2023年秋、医誠会病院と合体して、北区扇町に移転新築560床の予定

・慢性期（障害者）91床→回復期（急性期一般１）転換予定

35 3民間等 鶴見区
社会医療法人ささき会

藍の都脳神経外科病院
80 12 38 30 0 0 80 15 65 0 0 0 0 0 3 27 ▲ 30 0 0 0

・2024年4月頃、回復期（回リハ）30床→高度急性期（SCU）３床＋急性期（急

性期一般１）27床へ転換予定

・転換については、令和元年度病院連絡会にて説明、保健医療連絡協議会（地域医療

構想調整会議）了承済

①

36 3民間等 生野区 医療法人吉栄会　吉栄会病院 61 0 0 61 0 0 61 0 0 61 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ・病院プランの見直しに伴い、過剰病床の転換はなし

令和２年度　病院プラン調査提出状況

【過剰病床への転換にかかる継続案件】

検討状況No. 医療機関名区名区分

現状（令和２年７月１日時点） 2025年に向けた病床機能 転換病床数 【参考】過剰となる病床機能へ

の転換（再稼働）に対する

大阪府の基本的考え

＊過剰となる病床機能への転換（再稼働）に対する大阪府の基本的考え

①回復期から過剰病床の転換の場合： 「過剰な病床への転換は控えるべき。」

②回復期以外からの過剰病床の転換の場合： 「過剰な病床への転換は、望ましくない。」

③過剰病床の再稼働の場合： 「過剰病床としての再稼働は、望ましくない。」

提出率

公立 1 1 100.0%

公的 5 5 100.0%

民間等 57 46 80.7%
高津病院、飯島病院、早石病院、聖バルナバ病院、西下胃腸病院、なにわ病院、

明生第二病院、中本病院、、矢木脳神経外科病院、生野愛和病院、関目病院

合計 63 52 82.5%

東部

公立・

公的・

民間等

対象病院数
病院プラン提出

病院数

病院プラン調査未提出病院



令和２年度病院プラン調査結果の概要
公立病院・公的病院・民間等病院（2025年に向けて病床機能転換の予定のある病院）一覧

【南部】

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟中

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期

休棟

予定

介護

施設等

合計

病床数

高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 休棟

介護

施設等

37 1公立 住吉区
地方独立行政法人　大阪府立病院機構

大阪急性期・総合医療センター
831 744 0 49 38 0 831 744 0 49 38 0 0 0 0 0 0 0 0 0

38 2公的 阿倍野区 大阪市立大学医学部附属病院 934 934 0 0 0 0 927 927 0 0 0 0 0 ▲7 ▲ 7 0 0 0 0 0

39 2公的 東住吉区 医療法人橘会　東住吉森本病院 329 8 321 0 0 0 329 8 321 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40 3民間等 住吉区 医療法人錦秀会　阪和病院 549 0 0 0 549 0 432 0 0 0 432 0 0 ▲117 0 0 0 ▲ 117 0 0 ・系列の病院を統合予定（令和元年度病院連絡会にて説明済）

41 3民間等 住吉区 医療法人　錦秀会　阪和記念病院 135 0 135 0 0 0 481 0 157 108 216 0 0 346 0 22 108 216 0 0
・阪和記念病院、阪和住吉総合病院、阪和病院、阪和第二病院を２病院（阪和記念

病院、阪和病院）に統合建替え予定

42 3民間等 平野区 平野若葉会病院 174 0 76 0 98 0 174 0 38 0 136 0 0 0 0 ▲ 38 0 38 0 0
・急性期（地域一般１）38床→慢性期（障害者）へ転換予定

・転換については、令和３年１月地区医師会に説明し、同意を得ている。
②

43 3民間等 平野区 医療法人　育生会　三好病院 69 0 25 8 36 0 69 0 21 12 36 0 0 0 0 ▲ 4 4 0 0 0 ・急性期（地域一般３）４床→回復期（地域包括ケア１）へ転換予定：時期未定

44 3民間等 西成区 医療法人ダイワ会　大和中央病院 190 0 110 0 80 0 190 0 110 40 40 0 0 0 0 0 40 ▲ 40 0 0
病院プラン調査一部修正

・慢性期（療養）40床→回復期（回リハ６）へ転換予定：時期未定

45 3民間等 西成区 医療法人杏樹会　杏林記念病院 120 0 120 0 0 0 120 0 107 13 0 0 0 0 0 ▲ 13 13 0 0 0
・2021年度中に、急性期（地域一般１）13床→回復期（地域包括ケア１）へ転換

予定

46 3民間等 西成区 社会福祉法人大阪社会医療センター付属病院 80 0 80 0 0 0 80 0 50 0 30 0 0 0 0 ▲ 30 0 30 0 0 ・2020年12月に、急性期（地域一般１）30床→慢性期（療養病床１）へ転換予定 ②

47 3民間等 平野区 医療法人　正和病院 165 0 21 84 53 7 165 0 39 66 53 7 0 0 0 18 ▲ 18 0 0 0

病院プラン調査報告誤りにて修正

・2021年3月に回復期（地域包括ケア１）18床→急性期（急性期一般５）へ転換

予定

・転換については、令和２年5月地区医師会に説明し、同意を得ている。

①

令和２年度　病院プラン調査提出状況

【過剰病床への転換にかかる継続案件】

検討状況No. 医療機関名区名区分

現状（令和２年７月１日時点） 2025年に向けた病床機能 転換病床数 【参考】過剰となる病床機能へ

の転換（再稼働）に対する

大阪府の基本的考え

＊過剰となる病床機能への転換（再稼働）に対する大阪府の基本的考え

①回復期から過剰病床の転換の場合： 「過剰な病床への転換は控えるべき。」

②回復期以外からの過剰病床の転換の場合： 「過剰な病床への転換は、望ましくない。」

③過剰病床の再稼働の場合： 「過剰病床としての再稼働は、望ましくない。」

提出率

公立 1 1 100.0%

公的 2 2 100.0%

民間等 45 42 93.3% 阪和第二病院、長吉総合病院、松井記念病院

合計 48 45 93.8%

南部

公立・

公的・

民間等

対象病院数
病院プラン提出

病院数

病院プラン調査未提出病院



2019年度各地域医療構想区域における協議結果（概要）
（１）公立・公的病院における具体的対応方針再検証要請病院における協議結果

【凡例】公立：新公立病院改革プラン対象病院、公的1：公的プラン対象病院（民間の地域医療支援病院、特定機能病院除く）、公的2：公的プラン対象病院（民間の地域医療支援病院、特定機能病院）、民間等：公立、公的1、公的2以外の病院
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＜方向性の概要＞

列1 列2 列3 列4 列5 列6 列7 列8 列9 列10 列11 列12 列13 列14 列143 列142 列15 列16 列17 列18 列19 列20 列21 列22 列23 列24 列25 列26 列27 列28 列29 列30 列31 列32 列35 列352 列33 列34 列36 列38 列40

1 豊能 吹田市 公的1
大阪市立弘済院附属
病院

○ ○ ○ ○ ○ ● ― 90 0 90 0 0 0 120 0 120 0 0 0 30 0 30 0 0 0 ○

○現在、大阪市南部基本保健医療圏に2024年以降、新病院を整備し、弘済院
の機能を移転する方向で検討が進められており、機能移転後、弘済院附属病
院は廃止の予定。
○具体的な計画の提示が１年遅れることとなったため、次年度での協議をお願
いしたい。

継続協議

2 三島 高槻市 公的1 高槻赤十字病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 446 6 381 0 0 59 393 6 387 0 0 0 ▲ 53 0 6 0 0 ▲ 59 ○ ○

○2019年５月に非稼働病床７床を削減済み。現在休棟している第２病棟（46
床）については、地震による損傷により利用が難しく2020年に削減予定。
○救急は重症患者を積極的に受け入れている（月に約200件の救急車受入れ
の50%超が入院）。
○災害医療は日赤の理念に基づき、取組んでいる。
○小児はダウン症の専門医に来てもらう等、地域の需要に応えられるよう診療
体制を拡充した。がんは大阪府のがん診療拠点病院として、特に血液疾患に
注力している。
○分娩については一時休止予定。

合意

3 三島 高槻市 公的2
社会医療法人仙養会
北摂総合病院

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 217 14 203 0 0 0 217 14 203 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○

○分娩は地域の産婦人科に任せるが、産科外来、婦人科診療は継続する。
○小児は他病院と連携しながら地域のコミュニティ病院として診療を行ってい
く。
○救急、がんの強化に向け、外来新棟の建設を検討する。

合意

4 中河内 柏原市 公立 市立柏原病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 220 4 199 17 0 0 220 4 149 67 0 0 0 0 ▲ 50 50 0 0 ○

○2019年、急性期一般1（急性期）44床を地域包括ケア２（回復期）に転換。急
性期一般１（急性期）６床を緩和ケア（回復期）に転換し在宅医療のバックアッ
プ体制を構築。
○従前の小児科土・日午前の時間外診療に加え、2019年1月より小児救急の
輪番体制（月曜日夜間）に参画。
○柏原市内で分娩できる唯一の施設であることから小児周産期医療の充実を
図っていく。
○2016年4月に大阪府がん診療拠点病院の指定を受け、今後もがん診療の充
実を図っていく。

合意

5 中河内 東大阪市 公的2
社会医療法人若弘会
若草第一病院

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 230 8 222 0 0 0 230 10 220 0 0 0 2 ▲ 2 0 0

○2018年６月に救急医療の充実のため、特定集中治療室管理料３（高度急性
期）８床と急性期一般１（急性期）２床を特定集中治療室管理料１（高度急性
期）６床とハイケアユニット入院医療管理料１（高度急性期）４床に変更。
○脳卒中急性期医療を提供するため包括的脳卒中センターの認定に向けて
整備中。

合意

6 南河内 藤井寺市 公立 市立藤井寺市民病院 ○ ○ ○ ○ ○ ● 98 0 98 0 0 0 98 0 98 0 0 0 0 0 0 0 0 0
○病床機能の転換予定は無し。
　（将来的には10床程度のダウンサイジングを検討している旨、説明あり）

　　　　　　 継続協議
【協議会での意見概要】
現状維持のプランではなく、病
院の方向性について、再度検
討してもらいたい。

7 南河内 富田林市 公的1 済生会富田林病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 300 0 250 50 0 0 260 0 210 50 0 0 ▲ 40 0 ▲ 40 0 0 0 ○

○2016年度に再建計画をスタートし、2020年秋ごろ、新病院第１期オープン予
定。
○急性期一般入院料1(急性期)250床のうち40床を減床予定。
○産科については医師の若返りを図る等機能を充実させる方針。
○小児科は登校拒否など多様な問題に対応できるよう医師を調整中。
○救急医療では積極的な受入れを行い、地域貢献を図っている。
○済生会の理念により、社会的困窮者への対応を含め、地域密着型の経営を
行っていく。

合意

8 泉州 和泉市 公立
和泉市立総合医療セ
ンター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 307 134 149 24 0 0 307 134 149 24 0 0 0 0 0 0 0 0
○2018年４月１日に病院を新築移転。
○ハイケアユニット入院医療管理料２（高度急性期）８床を特定集中治療室管
理料３（高度急性期）への転換を検討。

合意

9 泉州 阪南市 公立
社会医療法人生長会
阪南市民病院

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 185 4 139 42 0 0 185 7 136 42 0 0 0 3 ▲ 3 0 0 0 ○
○2019年に地域の小児医療を支援するために、急性期一般１（急性期10床）を
HCU（高度3床）と小児入院医療管理料４（急性期7床）に転換。

合意

10 泉州 泉南市 公的1
社会福祉法人済生会
支部大阪府済生会新
泉南病院

○ ○ ○ ○ ○ ● ● 26 0 26 0 0 0 26 0 0 26 0 0 0 0 ▲ 26 26 0 0 ○
○2019年に地域包括ケア病棟入院料１（急性期）26床を地域包括ケア病棟入
院料１（回復期）に転換。
○運営法人の方針として無料低額診療を積極的に実施している。

合意

11 大阪市
（北部）

北区 公的1
健康保険組合連合会
大阪中央病院

○ ○ ○ ○ ○ ● ― 143 0 143 0 0 0 143 0 143 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○
○健康保険組合連合会の経営状況の厳しさから、2020年夏ごろに民間医療機
関に譲渡予定。

合意

※平成29年度病床機能報告における平成29年６月診療実績分を主に分析している。

二次
医療圏

市町村 区分 医療機関名

自施設が有する医療機能
（5疾病4事業及び在宅医療に関する事項）

厚労省
分析

結果※

協議結果
（保健医療協議会での意見等）

現状の病床数
2025年に予定している

病床数

2025年と現状との差
（色の濃いセルは医療法上の過剰

病床）
2025年に向けた病院の方向性

資料１－２

1

※第53回大阪府医療審議会（令和2年3月30日）資料【参 考】



2019年度各地域医療構想区域における協議結果（概要）
（２）継続協議となった病院一覧

【凡例】公立：新公立病院改革プラン対象病院、公的1：公的プラン対象病院（民間の地域医療支援病院、特定機能病院除く）、公的2：公的プラン対象病院（民間の地域医療支援病院、特定機能病院）、民間等：公立、公的1、公的2以外の病院
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列1 列2 列3 列4 列5 列6 列7 列8 列9 列10 列11 列12 列13 列14 列15 列16 列17 列18 列19 列20 列21 列22 列23 列24 列25 列26 列27 列28 列29 列30 列31 列32 列38 列40

1 中河内 東大阪市 民間等
医療法人恵生会
恵生会病院

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 184 0 78 58 48 0 184 0 96 40 48 0 0 0 18 ▲ 18 0 0

○2019年8月、小児科の入院受け入れ開始により、地域包括ケア病棟２
（回復期）４床を急性期一般２（急性期）に転換。
○今後、消化器内科や整形外科の強化の為、地域包括ケア病棟２（回復
期）14床を急性期一般２（急性期）に転換を検討中。

病床転換計画の詳細がまとまり次第、保
健医療協議会等において協議が必要と、
文章通知が必要。

2 中河内 東大阪市 民間等
医療法人藤井会
石切生喜病院

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 331 10 321 0 0 0 331 171 160 0 0 0 0 161 ▲ 161 0 0 0
○急性期一般４（急性期）161床を高度急性期への転換を検討中（時期
未定）。
※入院料も変更する可能性あり。

病床転換計画の詳細がまとまり次第、保
健医療協議会等において協議が必要と、
文章による通知が必要。

3 南河内 羽曳野市 民間等

医療法人はぁと
ふる運動器ケア
しまだ病院

○ ○ ○ ○ 88 0 43 45 0 0 88 0 88 0 0 0 0 0 45 ▲ 45 0 0
○地域包括ケア病棟入院料2(回復期)45床を急性期一般入院料1(急性
期)45床へ転換を検討中。

大阪府の基本的考え方（「過剰な病床へ
の転換は控えるべき」）を文章により、当
該病院に通知することについて、確認。

4 堺市 南区 民間等
医療法人啓仁会
堺咲花病院

○ ○ ○ ○ 310 0 180 0 0 130 310 0 100 150 60 0 0 0 ▲ 80 150 60 ▲ 130

○2020年４月以降、非稼働病床130床と急性期一般入院料7（急性期）80
床を、地域包括ケア病棟入院料2（回復期）へ100床、回復期リハビリテー
ション病棟入院料1（回復期）へ50床、療養病棟入院料2（慢性期）へ60床
を転換予定。

従来、急性期であった非稼働病床を慢性
期として稼働を検討していること等につい
ては、引き続き協議が必要。

5 泉州 泉大津市 公立 泉大津市立病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 230 6 208 16 0 0 230 6 208 16 0 0 0 0 0 0 0 0

6 泉州 和泉市 公的２
社会医療法人生
長会府中病院

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 380 168 186 26 0 0 380 168 186 26 0 0 0 0 0 0 0 0

7
大阪市
（北部）

東淀川区 民間等
医療法人医誠会
医誠会病院

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 327 30 297 0 0 0 327 98 229 0 0 0 0 68 ▲ 68 0 0 0

8
大阪市
（東部）

城東区 民間等
医療法人医誠会
城東中央病院

○ ○ ○ ○ ○ 233 0 115 27 91 0 233 0 115 118 0 0 0 0 0 91 ▲ 91 0

9
大阪市
（東部）

生野区 民間等
医療法人吉栄会
吉栄会病院

○ ○ ○ 61 0 0 61 0 0 61 0 21 40 0 0 0 0 21 ▲ 21 0 0 ○回復期（地域一般３）21床を急性期（緩和ケア１）へ転換予定。
病床機能の転換について、近隣病院・地
区医師会等に説明の上、同意を得ること
が必要。

10
大阪市
（南部）

平野区 民間等
医療法人
正和病院

○ ○ ○ ○ ○ 165 0 21 30 107 7 165 0 58 54 53 0 0 0 37 24 ▲ 54 ▲ 7

○慢性期（療養）107床のうち、1病棟54床を年内に回復期（地域包括ケア
１）へ転換予定。
○現在、急性期21床、回復期（地域包括ケア病床）30床で1病棟としてお
り、約半年後には混合病棟となっている回復期（地域包括ケア病床）をす
べて急性期（急性期一般４）へ転換予定。
○非稼働病床7床については療養病床から一般病床への変更に伴い、
再稼働する。

病床機能の転換について、近隣病院・地
区医師会等会に説明の上、同意を得るこ
とが必要。

保健医療協議会での意見等
二次
医療
圏

市町
村

区分 医療機関名

自施設が有する医療機能
（5疾病4事業及び在宅医療に関する事項）

現状の病床数
2025年に予定している

病床数

2025年と現状との差
（色の濃いセルは医療法上

の過剰病床）

2025年に向けた病院の方向性
＜方向性の概要＞

○泉大津市立病院及び府中病院が地域医療連携推進法人を念頭に統

合再編、高度急性期機能を統合した新病院、現泉大津市立病院を小児

周産期を専門とした病院、現府中病院を回復期と地域包括ケアの中心

とした病院とし、２病院を３病院に再編予定（2023年度以降予定）。

泉大津市立病院と府中病院の再編の

方向性について、一定合意するが、新

たな病院の医療機能や役割、病床規

模について、引き続き協議が必要。

○2023年4月、医誠会病院と城東中央病院を統合の上、北区扇町へ移

転を検討。

【医誠会病院が有する病床の機能変更】

○急性期（急性期一般１）68床を高度急性期（特定集中治療室・総合周

産期特定集中治療室・新生児特定集中治療室）へ転換予定。

○2023年4月北区扇町へ医誠会病院との統合移転を検討している。

【城東中央病院が有する病床の機能変更】

○慢性期（障害者10対1）91床を回復期（急性期一般１）へ転換予定。

下記点について、疑義あり継続協議が必

要。

①小児周産期医療体制（ＮＩＣＵ等）の整

備

②新病院における医師・看護師等の人材

確保

③将来予定している病床機能のうち「回

復期」が入院料と整合性がとれていない。
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